
※２０２6年6月12日時点の情報となり、今後変更となる可能性がございます。ご了承ください。

Microsoft トピックス情報
（6月度版）



7月より適用開始予定 最新トピック情報
“Microsoft 365 Business with Copilot”

2026年7月より適用予定

Microsoft 365 

Copilot Business

(1–300 シート、年間契約/年払い)

15% プロモ適用後
(2026年12月31日まで延長)

プロモ – シート数下限なし

Microsoft 365 

Business Basic +

Microsoft 365

Copilot Business

(1–300 シート、年間契約/年払い)

25% プロモ適用後
(2026年12月31日まで)

プロモ – シート数下限なし

Microsoft 365 

Business Standard 

with Copilot

(1–300 シート、年間契約/年払い)

$35 (¥5,250)
ユーザー/月 ERP

恒久 SKU

Microsoft 365 

Business Premium 

with Copilot

(1–300 シート、年間契約/年払い)

$43 (¥6,450)
ユーザー/月 ERP

恒久 SKU

ユーザー/月 ERP ユーザー/月 ERPユーザー/月 ユーザー/月

※参考 2026年6月の発表 - パートナーセンターの発表 |Microsoft Learn
※ 2026年6月時点の情報を基に作成しています。

Microsoft側のルール変更により内容が変わる可能性がございます。

https://learn.microsoft.com/en-us/partner-center/announcements/2026-june#2
https://learn.microsoft.com/en-us/partner-center/announcements/2026-june#2
https://learn.microsoft.com/en-us/partner-center/announcements/2026-june#2
https://learn.microsoft.com/en-us/partner-center/announcements/2026-june#2
https://learn.microsoft.com/en-us/partner-center/announcements/2026-june#2
https://learn.microsoft.com/en-us/partner-center/announcements/2026-june#2
https://learn.microsoft.com/en-us/partner-center/announcements/2026-june#2
https://learn.microsoft.com/en-us/partner-center/announcements/2026-june#2
https://learn.microsoft.com/en-us/partner-center/announcements/2026-june#2


【価格改定が目前に迫っています！】 2026年7月1日～

現行価格で導入できるのは6月末ライセンス開通分までとなります。

2026年7月1日からのMicrosoft 365 製品の価格改定（値上）まで残りわずかとなりました。

 現行価格で購入可能

 年契約では１年間のプライスプロテクション有

追加分に関しても現行ライセンスで発注可能。

価格メリット

価格改定 適用開始

※ 対象外 ： EES・Open Value Subscription–Education Solutions・School Agreement

値上対象プログラム

 EA

 ESA

 SCE

 MPSA

 Select Plus

 Open Value

 Open Value Subscription

 CSP  Web Direct（MOSP）

Office 365 E3 / E5、Microsoft 365 E3 / E5、Microsoft 365 Apps

Enterprise Mobility and Security (EMS) E3 / E5、Windows E3 / E5、Entra P1 / P2

Microsoft 365 Business Basic / Standard、Apps for Business、Microsoft 365 F1 / F3

デバイス単位の SKU ： Windows Enterprise、Microsoft 365 Apps

値上対象製品

 2026年７月1日



Microsoft 365 猶予期間廃止について

※上記同時期に、満了後も一時的に利用を継続するための有償延長期間として、

EST（Extended Service Term）というライセンスの提供が開始されますが、DISとしては取り扱いしません。

NCEプログラムで提供されるライセンスは満了後、

【期限切れ】フェーズに移行し、３０日間（猶予期間）は利用が可能となっていました。

5月４日以降に満了を迎えるサブスクリプションについては、即座に「無効」プロセスへ移行されます。

今後の商流奪取の際の流れ（例）

2026年5月4日以降

Microsoft 365 などのサブスクリプションでは満了後の「無料猶予期間」が廃止されました。

「猶予期間を前提とした運用」は今後出来なくなりますので、商流変更・解約の際は、ご注意ください。

これまで

今後 （2026/5/4以降）

期間をかぶせてご注文頂く

既存契約：2026/5/31満了 新契約：2026/5/31開通～
例①

空白期間を許容頂く

既存契約：2026/5/31満了 新契約：2026/6/1開通
例②

メリット

デメリット
期間が最低１日分短くなる

※Businessを151ライセンス以上保有している場合は対応不可

空白期間発生なし メリット

デメリット
利用できない空白期間が発生

※メールを含むライセンスの場合、空白期間中送受信不可

※空白期間中のメールは後から受信不可

期間重複がなく、ライセンス制約を受けにくい

https://www.idaten.ne.jp/portal/page/in/h06/software/microsoft/microsoft365/index.html


Microsoft 365 E7 ご紹介①

E5 は 「セキュリティ・コンプライアンスの完成形」。

E7 はそこにCopilot Agent 365Entra Suiteを1 SKU に統合し、AI が業務を実行しても統制できる状態を前提にしています。

AI を「試す」段階から、「全社で安全に実行する」段階へ進む企業向けに設計された、

Microsoft 365 の最上位エンタープライズスイート「Microsoft 365 E7」が２０２６年５月から提供開始！！

E5 を土台に、Copilot と AI エージェントを“ガバナンス込み”で統合したスイート製品

構成要素

概要

機能差異

Microsoft 365 E5
生産性・セキュリティ・コンプライアンスの基盤

Microsoft Entra Suite
ユーザーだけでなくAI エージェントも含めた

ID / アクセス制御

Agent 365
AI エージェントを可視化・統制・管理するための

新しいコントロールプレーン

Microsoft 365 Copilot
日常業務に組み込まれた

AI（Word / Excel / Teams など）

観点 E3 / E5 E7

基本コンセプト 人の生産性・セキュリティ中心 人＋AIエージェントの実行を前提

Copilot 追加ライセンス 標準で含まれる

AIエージェント管理 なし Agent 365 が含まれる

ID / ガバナンス対象 ユーザー中心 ユーザー＋AIエージェント

AIの位置づけ 支援・補助 業務を“実行する存在”

参考：Microsoft 365 E7 紹介:フロンティアスイート

https://microsoftpartners.microsoft.com/abs/Blog/?title=Introducing%20Microsoft%20365%20E7:%20The%20Frontier%20Suite
https://microsoftpartners.microsoft.com/abs/Blog/?title=Introducing%20Microsoft%20365%20E7:%20The%20Frontier%20Suite
https://microsoftpartners.microsoft.com/abs/Blog/?title=Introducing%20Microsoft%20365%20E7:%20The%20Frontier%20Suite
https://microsoftpartners.microsoft.com/abs/Blog/?title=Introducing%20Microsoft%20365%20E7:%20The%20Frontier%20Suite


Microsoft 365 E7 ご紹介②
E7 vs E5＋個別購入どちらがお得？ E7 がお勧めとなるケースは？

01 フル構成を個別購入した場合 02

構成要素 月額

Microsoft 365 E5 $60

Microsoft 365 Copilot $30

Agent 365 $15

Microsoft Entra Suite $12

合計 $117

構成 月額

Microsoft 365 E7 $99

合計 $99

E7を購入した場合

Point
E5 をベースにCopilot を全社展開し、AIエージェント活用を業務に組み込む
セキュリティ／ID／ガバナンスを 後付けしたくない

⇒最初からE7を選択するのがお勧め！

構成要素を全て揃える場合、E7 の方が最大約15％割安！

Point
Copilot や Agent を 一部ユーザーだけに付ける
エージェント活用は 未検討
まず ROI を小さく検証したい

⇒E5＋個別購入を選択するのがお勧め！



Microsoft 365 E7 ご紹介③

「うちの開発部、ChatGPTやClaudeを勝手に使ってるみたい… 

誰が・何に使ってるかわからない」

 管理画面に社内のAI利用が一覧表示

 営業部○○さんがClaudeに顧客リストを読み込ませている事

が把握可能

 危険な使い方はワンクリックで停止

「営業はSalesforce AI、開発はAWS AI、マーケはAdobe AI…

全社でいくつ動いているのか誰もわからない」
Before

 Microsoft 製・他社製を問わず、全 AI Agent を１画面で管理

 どのAIが どのデータ に どれだけアクセスしているか可視化

 セキュリティポリシーを横断的に適用

「AIを使う」から、 への移行

E7は“AIを使う時”ではなく、“AIを業務に組み込む時”に使います！

Microsoft 365 E7 / Agent 365 はいつ使うの…？

 部門ごとに AI Agent が乱立しそう

 何がどのデータにアクセスしているかわからない

 監査・説明責任・securityをどう担保するか

 Copilot は使いたいが、統制が後追いになるのが怖い

 Agent の可視化

 ライフサイクル管理・アクセス制御

 セキュリティ/コンプライアンス連携

 Entra /Purview /Ｄefender の枠組みで運用

E7 /

Agent 365 で

対応できること

顧客の

不安

情報漏洩リスクを未然に防止 / 監査時に証跡付きで説明可能効果 AI投資のROIが見える / 重複契約・使いすぎを早期発見効果

活用事例 ① 活用事例 ②

Before



【一般提供開始】 Copilot Cowork

タスク計画 資料作成 チャット送信 メール送信例） 会議設定

来週プロジェクトAの会議です。資料準備と会議調整、プロジェクトメンバーへの連絡が必要です。

(Co)work in Progress | Microsoft Community HubCopilot Coworkが一般公開されました |Microsoft 365 ブログ

6/16 より Copilot Cowork が一般提供（GA）開始

• ライセンス体系：Microsoft 365 Copilot ライセンスが前提。
Cowork の利用分は従量課金（Copilot Credits）。既定はオ
フで、管理者が有効化・利用上限を管理。

• 3か月の Frontier プレビューを経て全世界で提供開始。
Fortune 500 の半数以上が先行利用。

• 長時間・複数ツールにまたがる業務をクラウドで完遂。モデル選
択（Opus 4.8／Sonnet 4.6 など）に対応。

業務コンテキスト理解
断片的コンテキストの繋ぎ合わせではなくあなたの実際の

仕事を理解して動きます

実行タスク進捗の可視化
実行内容は常に進捗確認でき
方向づけや実行停止も可能です

マルチタスク実行
これまでのように人が必要な作業を考え一つ一つ指示する
ことなく、自動でタスクを洗い出し、計画し実行します

https://techcommunity.microsoft.com/blog/microsoft365copilotblog/cowork-in-progress/4511672
https://www.microsoft.com/en-us/microsoft-365/blog/2026/06/16/copilot-cowork-is-now-generally-available/
https://www.microsoft.com/en-us/microsoft-365/blog/2026/06/16/copilot-cowork-is-now-generally-available/
https://www.microsoft.com/en-us/microsoft-365/blog/2026/06/16/copilot-cowork-is-now-generally-available/
https://www.microsoft.com/en-us/microsoft-365/blog/2026/06/16/copilot-cowork-is-now-generally-available/
https://www.microsoft.com/en-us/microsoft-365/blog/2026/06/16/copilot-cowork-is-now-generally-available/


マルチモデルでのCopilot利用

↑Copilot Chatの画面上での選択画面

リサーチツールの画面上でGPTとCloude→

両方で調査している画面→



【新製品】 Security Copilot

詳細はこちら： Microsoft Security Copilot 日常のワークフローに組み込まれた AI

Security Copilot とは Microsoft のセキュリティ製品群に組み込まれた AI セキュリティアシスタントです。

自然言語で質問するだけで、日常のセキュリティ運用からインシデント対応まで幅広く支援します。

機能領域 できること

インシデント対応
アラートの自動要約、
ステップバイステップの対応ガイダンス提示

脅威インテリジェンス
グローバル脅威情報の収集・分析、
脅威ブリーフィングの自動生成

スクリプト・コード解析
攻撃スクリプトのリバースエンジニアリング、
マルウェア分析

自然言語→クエリ生成
自然言語からKQL・PowerShellクエリを
自動生成（専門知識不要）

レポート自動生成
エグゼクティブ向けインシデントレポートの
自動作成

デバイス・コンプライアンス管理
非準拠デバイスの一覧化、修復方法の提案
（Intune連携）

ID・アクセス管理
リスクユーザーの調査、条件付きアクセス
ポリシーの最適化（Entra連携）

データセキュリティ
DLPポリシー違反の検出・分析
（Purview連携）

攻撃面管理
外部に露出しているアセットの可視化
（Defender EASM連携）

→ セキュリティを維持し、システム（業務）を止めない

対応

検知

インシデント発生

保護＆
コントロール

資産管理
平
常
時
の
活
動

緊
急
時
の
活
動

→ 侵害の拡大を防ぎ、損失を最小化する

• Intune で準拠していないデバイスの一覧と修復方法を教えて

• 過去 30 日間で DLP ポリシーに引っ掛かった上位 5 名を出して

• 外部に露出している XXX.com のアセットを表にして

• グローバル WAF で上位の SQL インジェクション攻撃に関連する

IP アドレスを表示してください

• インシデント ID <XXX> の概要を要約して

• この攻撃スクリプトを解析して

• 特定の URL にアクセスしたデバイスを列挙するKQL を作成して

• インシデントレポートをエグゼクティブ向けに作成して

IT担当者 / コンプライアンス部門 / NW管理者 等

セキュリティ担当者 / CSIRT / セキュリティアナリスト 等

■ 主な機能 ■ 利用シーン

https://www.microsoft.com/ja-jp/security/business/ai-machine-learning/microsoft-security-copilot
https://www.microsoft.com/ja-jp/security/business/ai-machine-learning/microsoft-security-copilot
https://www.microsoft.com/ja-jp/security/business/ai-machine-learning/microsoft-security-copilot


Microsoft Purview Suiteのご紹介

詳細はこちら（英語）： Microsoft Purview Suite - Safeguard your data

Purview Suite を Microsoft 365 E3 環境に追加することで、E5で提供される高度なコンプライアンスおよびデータガバ

ナンス機能を必要な範囲で柔軟に追加し、コストを抑えながらエンタープライズレベルのデータ保護とリスク管理を実現します。

■ 主な機能

分類 主な機能 概要

データ保護

Information Protection 機密データの分類・ラベル・暗号化・アクセス制御

Data Loss Prevention（DLP） メール／Teams／端末などからの情報漏えい防止

リスク管理

Insider Risk Management 内部不正・情報持ち出しリスクの検知・分析

Communication Compliance 不適切コミュニケーションの検知・統制

調査・監査

Audit（Premium） 操作ログの長期保持・フォレンジック分析

eDiscovery（Premium） 訴訟・内部調査向けデータ検索・保全

ガバナンス

Data Lifecycle /
Records Management

データ保存期間・削除・記録管理の統制

Compliance Manager 規制対応状況の可視化・スコア化

可視化・統制
Data Security Posture 
Management

データリスク・過剰共有の可視化

フル E5 に移行せず、必要な領域だけE3のまま段階的に強化

全ユーザー E5 化よりも柔軟な投資が可能

AI / Copilot 時代に必須の「データ統制」を強化

Microsoft 365 環境全体のデータを横断的に可視化・保護し、

内部不正・訴訟・規制対応を包括的にカバー

■ 導入メリット

前提ライセンス

以下のいずれかのベースライセンスが必要です

• Microsoft 365 E3

• Office 365 E3
及び Enterprise Mobility + Security E3

※ Purview Suiteはユーザー単位ライセンスとなります

https://www.microsoft.com/en-us/security/microsoft-purview-suite
https://www.microsoft.com/en-us/security/microsoft-purview-suite
https://www.microsoft.com/en-us/security/microsoft-purview-suite
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